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はじめに
アマオブネガイ科は、腹足綱、アマオブネガイ目
に属する巻貝で、主に温帯から熱帯の潮間帯や汽
水・淡水域に多数の種が分布している。アマオブネ
ガイ科の貝は体内受精を行い、岩などの基盤の表面
に卵囊を産み付ける。アマオブネガイ科のうち
Nerita属の卵囊は潮間帯に産み付けられるため、潮
汐により水面上に露出することがある。その他の属
の卵囊は水中の基盤に産み付けられる
卵囊の表面には、クリスタルサックに蓄えられて
いる卵囊補強物質によって補強されることが知られ
ている（Andrews,1935）。クリスタルサックは、雌
の外套性輸卵管の開口部付近に隣接する外套性の器
官である。受精卵はこの外套性輸卵管を通ってくる
際に分泌物により卵囊内に包まれる。卵囊は外套性
輸卵管開口部付近でクリスタルサックに蓄えられて
いる卵囊補強物質により、その表面となる側に補強
されると考えられる。
このクリスタルサックに蓄えられている卵囊補強
物質は、海産種であるNerita属では炭酸カルシウム
の結晶であり、多くが汽水～淡水産の種であるその
他の属では、酸化鉱物、ケイ酸塩鉱物などの複数の
鉱物や、有孔虫、珪藻の殻などであることが知られ
ている（Andrews,1935）。
クリスタルサックの構造は、Fretter（1946）により
汽水～淡水産の種である Theodoxus fluviatilisにつ
いて詳しく記述されている。Theodoxus属のクリス
タルサックは外套性輸卵管の一部と接続し、さらに
その先端は外套膜の外側に開口している。さらにク
リスタルサックは肛門の直前で消化管と接続してい
ることを明らかにしている。そして、Theodoxus属
のクリスタルサックに蓄えられている卵囊補強物質
は、消化管から接続部を通ってクリスタルサックに
取り込まれていると述べている。しかし、その他の
汽水～淡水産の種については、消化管とクリスタル
サックの接続は報告されておらず、クリスタルサッ
クに蓄えられている卵囊補強物質の由来は明らかに
なっていない。
また、海産種であるNerita属の卵囊補強物質であ
る炭酸カルシウムの結晶の形成場所や形成過程につ
いては、Andrews（1935）は中腸腺において形成され
クリスタルサックに蓄えられていると述べている
が、クリスタルサックの詳細な組織学的研究は行わ
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れおらず、炭酸カルシウムの結晶の形成過程につい
ては明らかになっていない。
そこで今回は、卵囊補強物質として炭酸カルシウ
ムの結晶を使用しているアマオブネガイNerita
 
albicillaと、汽水～淡水産の種であり、卵囊補強物質
として体外から取り込んだと思われる物質を使用し
ているイシマキガイ Clithon retropictusを用いて、
両者のクリスタルサック及び周辺器官の解剖・組織
学的観察を行うことにより、アマオブネガイ科の卵
囊補強物質の形成過程を明らかにすることを目的と
して研究を行った。
材料と方法
材料のアマオブネガイは 2007年 8月静岡県下田
市鍋田の岩礁で採集、イシマキガイは 2007年 10月
静岡県賀茂郡松崎町那賀川の河口付近で採集した。
両種とも、採集した成貝の軟体部を傷つけないよ
うに殻を割り、背面を覆う外套膜をはがし、生殖器
官および消化器官の開口部からクリスタルサック周
辺を切り取り、配置を観察した。また、クリスタル
サックを破り、中から取り出した物質を顕微鏡観察
した。さらに、岩の表面に産みつけられていた卵囊
の表面の様子を観察した。
クリスタルサックとその周辺部の組織学的観察を
行うため、雌の生殖器官及び、消化管の開口部から
クリスタルサック周辺の部分を切り取り、ブアン氏
液で固定した。試料はパラフィン包埋後、8～10μm
に薄切し、ヘマトキシリン・エオシンの二重染色を
行い、光学顕微鏡により観察した。
結 果
１ アマオブネガイ
(1）卵囊表面の様子
アマオブネガイの卵囊（図 1）の大きさはおよそ
2.0×1.5mm、卵囊の表面を顕微鏡観察したところ、
直径 50～80μmほどの炭酸カルシウムの結晶が並ん
でいる様子が見られた（図 2）。
(2）クリスタルサックと周辺器官との関係
クリスタルサックは、外套性輸卵管の外側に位置
しており（図 3）、外套性輸卵管の開口部付近におい
て、外套性輸卵管から回り込んできた管と接続して
いた。クリスタルサックの開口は、この一か所のみ
であった（図 4）。
(3）クリスタルサックの内部構造
卵囊補強物質である炭酸カルシウムの結晶（図 5）
は、クリスタルサックの後方末端から、外套性輸卵
管から回り込んできた管の手前まで𨻶間なく蓄えら
れていた。これらの炭酸カルシウムの結晶をクリス
タルサックから取り出し、一週間ブアン氏液に浸し
ておいたところ、炭酸カルシウムは溶解し、それを
包んでいたと思われる膜のみが残った（図 6）。
また、組織切片作成の過程において炭酸カルシウ
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図２ アマオブネガイの卵囊表面の光学顕微鏡写真
（スケール 100μm)
図１ アマオブネガイの卵囊
（スケール 1 mm)
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ムは溶解してしまうため、組織切片観察の際には炭
酸カルシウムの結晶を観察することはできなかっ
た。
クリスタルサックの内壁は、外套性輸卵管との隣
接部において、一層の分泌性の細胞がひだ状に発達
している様子が見られた（図 7,8）。これらのひだは、
図 7の矢印で示している位置であり、外套性輸卵管
に隣接している部分の壁から外套膜側の壁に向かっ
て広がっていた。図 9に、クリスタルサックと外套
性輸卵管と接する面において縦断した切片写真を示
す。図 9は、図 7に直線ABで示した位置の縦断面に
なっている。これらは、末端へ行くにつれて低くなっ
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図３ アマオブネガイ雌の軟体部
cs:クリスタルサック、e:眼、f:足、g:鰓、
in:消化管、o:卵巣、po:外套性輸卵管、
te:触角、v:膣
図４ アマオブネガイのクリスタルサックと外套性輸卵管の接続部（スケール 100μm)
cs:クリスタルサック、dp:外套性輸卵管から回り込んできた管、m:外套膜、
oc:クリスタルサックの開口部、opo:外套性輸卵管の開口部、v:膣
図５ アマオブネガイのクリスタルサックに入って
いた結晶の光学顕微鏡写真(スケール 100μm)
図６ 結晶をブアン氏液に浸した後の光学顕微鏡
写真（スケール 100μm)
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ていくため、外套性輸卵管から離れた部分では、ひ
だの隆起はなく、ひだを構成していた細胞が一層に
並び、その表面に繊毛が観察された。同様な様子が、
クリスタルサックの後方末端部分においても観察さ
れた。
縦断面の観察の際、ひだとひだの間に繊毛によっ
て包まれるようにできている大小多数の空所が見ら
れた。この空所は、円形や楕円形をしており、大き
図８ アマオブネガイのクリスタルサック内腔の
ひだ状に発達している壁の拡大写真
(スケール 100μm)
図７ アマオブネガイのクリスタルサックの横断面
(スケール 100μm）
cs:クリスタルサック、in:消化管、
po:外套性輸卵管、v:膣
図９ アマオブネガイのクリスタルサックと外套性輸卵管との境界における縦断面
(スケール 100μm)
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さは、50～80μmと様々であった。ひだの基部に見ら
れる空所においては、繊毛が空所を取り囲むように
生えている様子が観察された。隆起したひだの中間
から先のほうに見られる空所では繊毛は寝ており、
そこにあった物質によって圧迫されている様子で
あった（図 10）。また、繊毛の先端に細胞からの分泌
物であると思われる物質が集まっている様子が観察
された（図 11）。ひだの先端部からクリスタルサック
内腔には、膜によって包まれている丸い空所が多数
観察され、蜂の巣状に見られた。この膜はエオシン
で薄く染まっており、ひだの表面に近い膜は、ひだ
の先端とつながっているように見えた（図 12）。
また、クリスタルサックのひだ状に発達した内壁
の基部には、エオシンで染まっている筋肉性の細胞
がよく発達していた。
２ イシマキガイ
(1）卵囊表面の様子
イシマキガイの卵囊（図 13）の大きさはおよそ 1.
8×1.3mm、表面を顕微鏡で観察すると、様々な大き
さの物質が含まれている様子が見られた（図 14）。
(2）クリスタルサックと周辺器官との関係
クリスタルサックは、外套性輸卵管の外側に位置
しており（図 15）、肛門の開口部付近において消化管
と接続し、外套性輸卵管の開口部付近において外套
性輸卵管とも接続していた。その 2か所の接続部と、
肛門の開口部及び外套性輸卵管の開口部が見られ
る、斜めに縦断した写真を図 16に、その連続切片で
あり、やや後方部分の写真を図 17に示す。
消化管との接続部を構成する壁はエオシンでよく
染まっており、基底部に核を持ち、表面に繊毛が生
えた分泌性と思われる細胞が一層に並んでいる（図
18）。図 16のA, Bで示している壁がその部分であ
る。また、図 16のAの位置の壁は肛門と接続してい
るが、向かい合う Bの位置の壁は外套膜につながっ
ている。Aの位置の壁と肛門の壁との境界を確認す
ることはできたが、Bの位置の壁と外套膜との境界
をはっきりと確認することはできなかった。さらに、
図 17におけるクリスタルサックと消化管をつなぐ
部分の壁は、図 18に見られるクリスタルサックと消
化管とをつなぐ部分の壁とつながる部分であるた
図11 アマオブネガイのクリスタルサック内壁に
見られたひだの一部分（スケール 100μm)
図10 アマオブネガイのクリスタルサック内壁に
見られたひだの一部分（スケール 100μm)
図12 アマオブネガイのクリスタルサック内腔
（スケール 100μm)
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図13 イシマキガイの卵囊
(スケール 1 mm)
図14 卵囊表面の光学顕微鏡写真
(スケール 100μm)
図16 肛門と外套性輸卵管の開口部を含む切片
(スケール 100μm)
a:肛門、in:消化管、opo:外套性輸卵管
開口部、po:外套性輸卵管、A・B:本文
参照
図15 イシマキガイ雌の軟体部
cs:クリスタルサック、e:眼、g:鰓、in:消化管、
o:卵巣、op:外套性輸卵管、ss:精包囊、te:触角、
v:膣
図17 イシマキガイの肛門と外套性輸卵管開口部
付近の切片（スケール 100μm)
a:肛門、cs:クリスタルサック、dp:外套性
輸卵管から回り込んできた管、in:消化管、
op:外套性輸卵管、opo:外套性輸卵管の
開口部、A・B:本文参照
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め、同様な特徴をもった細胞によって構成されてい
る（図 19）。また、この接続部がクリスタルサック内
腔につながる部分において、卵囊補強物質とよく似
た物質が観察された（図 17の Bの位置）。
以上のように、このような壁によって構成される
クリスタルサックと消化管の接続部は、図 18の肛門
の開口部から、やや後方の図 19の位置まで途切れる
ことなく観察することができる。そのため、管でつ
ながっているのではなく、幅のあるスリットのよう
になっていることがわかる。また、このクリスタル
サックと消化管との接続部の壁は、外套性輸卵管か
らクリスタルサックへ接続する壁とつながる（図 16,
17）。
外套性輸卵管の開口部付近において、外套性輸卵
図18 図 16のAの部分の壁の拡大写真
(スケール 50μm)
図19 図 17のAの部分の拡大写真
(スケール 50μm)
図20 イシマキガイのクリスタルサックの縦断面（スケール 100μm)
cs:クリスタルサック、po:外套性輸卵管、v:膣
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管からクリスタルサックのほうへ管が回り込んでい
る。この、外套性輸卵管からクリスタルサックへ回
り込んだ管の壁は、後方へ行くと肥厚した壁を持つ
管につながり、クリスタルサックと接続している。
縦断面の切片写真（図 20）を見ると、外套性輸卵管
とクリスタルサックをつないでいる部分の肥厚して
いる壁は後方へ向かうにつれて壁は低くなっていく
ことがわかり、壁に凹凸が見られるようになる。
(3）クリスタルサックの内部構造
卵囊補強物質が観察されたのは、外套性輸卵管か
ら回り込んできた接続部の壁の細胞が一層になり、
壁に凹凸が見られるようになった付近から後方末端
までの部分であった（図 21）。壁の表面はひだ状に
なっており、表面の細胞には繊毛が密生していた（図
22,23）。また、クリスタルサックの壁の基部には筋
肉の層が見られた。この層は、後方へ行くにつれて
厚くなっていっているように観察された（図 21）。
図21 図 20のクリスタルサックの拡大写真（スケール 100μm)
図22 クリスタルサックの後方末端部の
横断面を含む切片
(スケール 100μm)
cs:クリスタルサック、in:消化管、
po:外套性輸卵管、v:膣
図23 図 22のクリスタルサックの拡大写真
(スケール 100μm)
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考 察
１ アマオブネガイ
(1）クリスタルサックの内部構造
外套性輸卵管に接する部分のクリスタルサック内
壁がひだ状に発達している状態が観察された。その
ひだ状の壁は連続切片の観察から図のように発達し
ていると考えられた。外套性輸卵管に接する部分に
おいて最もひだが高く密集しており、そこから外套
膜側に向かってクリスタルサックの内腔を包み込む
ように発達していた。このひだ状の発達は、クリス
タルサックの後方末端部まで見られたが、外套性輸
卵管に接する部分から外套膜側へ向かうにつれて
徐々にひだ状の隆起は低くなっていくため、外套膜
側の壁においては、ひだを構成している細胞が一層
に並んでいるのみで繊毛がわずかに生えている程度
であった。
ひだを形成している細胞は、分泌性の細胞であっ
た。また、その壁のひだとひだの間に丸い空所があ
り、その大きさや形は、クリスタルサックを切り開
いたときに出てきた卵囊補強物質である炭酸カルシ
ウムの結晶と酷似していたため、この空所には炭酸
カルシウムの結晶が存在していたと考えられた。ま
た、ひだの基部付近および、中間から先端付近の空
所の様子から、炭酸カルシウムの結晶はひだの基底
部から先端に向かうにつれて成長していく可能性が
考えられ、ひだ状の壁を構成する分泌性の細胞から
は、結晶を形成するための炭酸カルシウムが分泌さ
れている可能性が高いと考えられた。
さらに、ひだの先端部からクリスタルサックの内
腔において、膜によって構成されている蜂の巣状に
見られる丸い空所が観察された。その空所の大きさ
と一致していたため、蜂の巣状に見られる丸い空所
には、卵囊補強物質である炭酸カルシウムの結晶が
存在していたと考えられた。また、このような膜は、
ひだの先端部とつながっていたため、ひだの細胞か
ら分泌されて形成されている可能性が高い。
(2）クリスタルサックと周辺器官との接続
アマオブネガイのクリスタルサックは、外套性輸
卵管の開口部付近において外套性輸卵管から回り込
んできた管と接続していた。図 24に、クリスタル
サックとその周辺器官のつながりを模式的に示す。
クリスタルサックの開口は、この外套性輸卵管との
接続部の一か所のみであった。この唯一の開口は、
図24 アマオブネガイのクリスタルサックの模式図、および、
それぞれの平面（1～5）における組織切片の図
a:肛門、cs:クリスタルサック、in:消化管、m:外套膜、
opo:外套性輸卵管の開口部、po:外套性輸卵管、v:膣、
va:膣の開口
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クリスタルサックで形成され蓄えられている炭酸カ
ルシウムの結晶が外套性輸卵管の開口部のほうへ放
出されるための出口であると考えられる。
(3）卵囊補強物質の形成
クリスタルサックの内部構造の組織学的観察か
ら、アマオブネガイの卵囊補強物質である炭酸カル
シウムの結晶はクリスタルサック内において形成さ
れ、蓄えられている可能性が極めて高いと考えられ
た。クリスタルサックの内部にはひだ状に発達した
壁が見られ、そのひだとひだの間や、クリスタルサッ
クの内腔には、炭酸カルシウムの結晶が存在してい
た形跡が見られた。それらの様子から、ひだ状の壁
から分泌される炭酸カルシウムによって、ひだの基
部において形成され始めた結晶は、繊毛や壁の筋肉
によってひだの先端に向かって送り出されながら、
徐々に成長していくという過程が予想された。さら
に、炭酸カルシウムの結晶はひだの細胞から分泌さ
れて形成された膜に包まれ、クリスタルサックの内
腔に送り出され、蓄えられているという過程が考え
られた。
また、この膜であるが、クリスタルサックを切り
開いた際に出てきた炭酸カルシウムの結晶をブアン
氏液に一週間浸しておいた後の光学顕微鏡観察にお
いても観察された。このことからも、形成された炭
酸カルシウムの結晶は膜に包まれてクリスタルサッ
クの内腔に蓄えられているということを確認するこ
とができた。この結晶を包む膜の役割は、炭酸カル
シウムの結晶が海水に溶解するのを防ぐためである
という可能性が考えられる。これらの炭酸カルシウ
ムの結晶は、卵囊の表面を覆うものであり、貝から
生み出された後は海水にさらされることになる。海
水に可溶性のある炭酸カルシウムはそれのみでは溶
けてしまうため、結晶が形成された後に膜によって
包まれて保護されているという可能性が考えられ
た。
また、この膜の所々に、直径が 5μm以下の小さな
粒子が観察された。この粒子は、組織切片において
はヘマトキシリンで濃い青紫色に染まっている様子
が観察された。その染色のされ方や、大きさが、ひ
だ状の壁を構成する細胞の核と似ているが、核がこ
のように膜の間に単独で存在することは考えにくい
ため、この小さな粒子が何であるのか、今回の研究
において確かめることはできなかった。
以上のように卵囊補強物質である炭酸カルシウム
の結晶を形成し蓄えているクリスタルサックは、外
套性輸卵管とともに外套膜由来の器官である。外套
膜はその外面上皮細胞の分泌機能によって、殻体を
形成する役割を担っている。そのような働きをする
外套膜から分化したクリスタルサックにも、炭酸カ
ルシウムの結晶を形成する機能が備わっているとし
ても不思議ではないと思われる。さらに、アマオブ
ネガイは、カルシウム塩が豊富に含まれている海水
中に生息している。このような生育環境も、炭酸カ
ルシウムの結晶形成に必要な条件であると考えられ
る。
２ イシマキガイ
(1）クリスタルサックの内部構造
外套性輸卵管から回り込んできた管との接続部付
近のクリスタルサックの壁には凹凸が見られ、その
部分の壁は表面に繊毛の生えた分泌性の細胞によっ
て構成されていた。特に外套性輸卵管側の壁の繊毛
は、それより後方部分の壁よりも長くなっていた。
また、卵囊補強物質はこの部分よりも後方に蓄えら
れている様子が観察され、外套性輸卵管から回り込
んできた管の内部には観察されなかった。これらの
ことから、この接続部付近の繊毛は、消化管のほう
から送られてきた卵囊補強物質をクリスタルサック
内へ取り込む働きを行っている可能性が考えられ
た。
また、クリスタルサックの外套膜側の壁の表面は
細かいひだ状になっており、表面の細胞には繊毛が
密生していた。このような壁の様子は、クリスタル
サックの後方末端部まで見られた。さらにクリスタ
ルサックの壁の基部には筋肉の層が見られ、この層
は後方へいくにつれて厚くなっていった。そのため、
この筋肉層は、クリスタルサックに蓄えられている
卵囊補強物質を外套性輸卵管のほうへ押し出すため
に発達している可能性が考えられた。また、この筋
肉が収縮を行うことで、消化管のほうから送られて
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きた卵囊補強物質をクリスタルサックへ取り込んだ
り、蓄えられている卵囊補強物質を外套性輸卵管へ
送り出したりしているという可能性も考えられる。
そして、壁に見られる細かいひだ状の構造や、密生
した繊毛は、卵囊補強物質を移動させる際に役立っ
ているのかもしれない。
(2）クリスタルサックと周辺器官との接続
イシマキガイのクリスタルサックは、Theodoxus
属のクリスタルサックと同様に、外套性輸卵管と消
化管の二つの器官と接続していることが確認され
た。図 25にクリスタルサックとその周辺器官とのつ
ながりを模式的に示す。
まず、消化管との接続部は、外套膜が変化して外
套性輸卵管の開口部と肛門の開口部から内側へ入り
込み、消化管とクリスタルサックをつなぐ接続部の
役割をしているため、スリット状になっていた。そ
のスリットの部分の壁は、繊毛の生えた分泌性と思
われる細胞によって構成されており、内側の壁はひ
だ状になっていた。さらに、クリスタルサック内腔
の接続部付近において、卵囊補強物質と思われる物
質が観察された。これらの物質は、消化管から運ば
れてきたばかりの卵囊補強物質である可能性が高
い。そのため、このスリット部分の壁の繊毛により、
消化管からクリスタルサックへ卵囊補強物質を輸送
している可能性が考えられた。
次に外套性輸卵管との接続部では、クリスタル
サックは外套性輸卵管から回り込んできた管と接続
していた。アマオブネガイと異なり、外套性輸卵管
からクリスタルサックのほうへと管が回りこんでく
る際に一度壁の細胞の種類が変化していた。そのよ
うな外套性輸卵管から回り込んできた部分の壁は肥
厚し、細胞質に多量の顆粒が観察された。それに対
しイシマキガイのクリスタルサックの壁は肥厚して
おらず、一層の細胞から構成されていた。そのため、
薄い壁と肥厚した壁の境界が、クリスタルサックと
外套性輸卵管との境界であると考えられた。
(3）卵囊補強物質の形成
イシマキガイのクリスタルサックも、Fretter
（1946）の Theodoxus fluviatilisと同様に、外套性輸
卵管及び消化管と接続していることが確認された。
図25 イシマキガイのクリスタルサックの模式図、および、
それぞれの平面（1～5）における組織切片の図
a:肛門、cs:クリスタルサック、in:消化管、m:外套膜、
opo:外套性輸卵管の開口部、po:外套性輸卵管、v:膣
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そのため、イシマキガイのクリスタルサックに蓄え
られている卵囊補強物質は消化管から供給されてい
るものである可能性が高い。
消化管を通ってきた排泄物の中に含まれる、卵囊
補強物質として用いることのできる硬質な物質は、
スリット状になった接続部の中へと取り込まれ、接
続部の繊毛の働きによってクリスタルサックまで運
ばれている可能性が高く、そのようにして運ばれた
卵囊補強物質がクリスタルサックに蓄えられている
と考えられた。そして、卵囊が生み出される際、ク
リスタルサックに蓄えられている卵囊補強物質は、
外套性輸卵管から回り込んできた管へと運ばれ、外
套性輸卵管の開口部へと運ばれていくと考えられ
た。
イシマキガイのクリスタルサックも、アマオブネ
ガイと同じく外套膜由来の器官である。しかし、ア
マオブネガイのように炭酸カルシウムの結晶を形成
する訳ではない。これは、イシマキガイとアマオブ
ネガイの生育環境の違いによるものであると考えら
れる。イシマキガイが生息するのは汽水～淡水域で
あり、その環境水中にはカルシウム塩が乏しい。そ
のため、イシマキガイのクリスタルサックは炭酸カ
ルシウムの結晶からなる卵囊補強物質を生産するこ
とができず、そのかわりに、消化管を通ってきた排
泄物の中から卵囊補強物質を取り込み蓄えておける
ような構造に変化していったという可能性が考えら
れた。
要 約
アマオブネガイの卵囊補強物質である炭酸カルシウ
ムの結晶は、雌の外套性輸卵管の開口部付近に隣接
するクリスタルサックにおいて形成され蓄えられて
いると考えられる。クリスタルサックの内壁はひだ
状に発達しており、炭酸カルシウムの結晶はそのひ
だとひだの間を基部から先端部へと送られながら、
壁から分泌される炭酸カルシウムによって徐々に成
長し、ひだの細胞から分泌される膜に包まれ、クリ
スタルサックの内腔に送り出されて蓄えられるとい
う過程が考えられた。また、イシマキガイのクリス
タルサックは外套性輸卵管との接続の他、肛門付近
において消化管とも接続していることが確認され
た。したがって、イシマキガイの卵囊補強物質であ
る様々な鉱物や他の生物由来の物質は消化管を通っ
てきた排泄物の中から選別されてクリスタルサック
に運ばれ、クリスタルサックに蓄えられている可能
性が高い。
引用文献
Andrews,E..(1935) The egg capsules of certain Neritidae.J.
Morph.57:31-59.
Andrews, E. (1937) Certain reproductive organs in the
 
Neritidae.J.Morph.,61:525-561.
Fretter, V. (1946) The genital  ducts of Theodoxus,
Lamellaria and Trivia,and a discussion on their evolu-
tion in the prosobranchs. J.mar. boil. Ass. U.K., 26:
312-351.
62 比田井 亜 紀・小 池 啓 一
